
７／６（水）～８（金）３年生が、広島、奈良、京都、大阪への修学旅行を行いました。本校では、

２年時に修学旅行を計画していますが、現在の３年生は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う全国的な

措置のため２回の延期を経てようやく実施となりました。入学当初からの2か月の臨時休業をはじめ、新

型コロナウイルス感染拡大に翻弄され続けながらも、互いを励まし合い「明るく」「楽しく」学校を盛

り上げてきた3年生へのご褒美のような天気に恵まれ、旅行地での充実した活動を行うことができました。

未来へ
No one left behind

湯前中ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

修学旅行！
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文責 新川

「未来へ」R4・5・31号の記事「爽やかな貢献」で紹介した善行生徒の名前が間
違っていました。お詫びして、下記のとおり訂正し、再度内容をお知らせします。
畑の木を伐採し、運んでいた男性の作業の様子を近くで見ていた男子生徒２人（３年

吉田隆晟さん・土屋柊斗さん）が、「手伝います」と言って、木を運ぶ作業を手伝って
くれた。

「風を描く人」を読んで
読書月間の最終週は、漫画ウィークとして、

町から生徒たちに配付された漫画「ふるさとの

偉人－那須良輔物語－風を描く人」の読書活動

に取り組みました。また、この活動の一環とし

て、湯前町まんが美術館から地域おこし協力隊

の中尾さん、高橋さんをお迎えして、那須良輔

や漫画の歴史、「風を描く人」の制作について、

様々な取材をもとに生徒に分かりやすく説明し

ていただきました（右写真）。生徒たちは、漫

画を通して、那須良輔先生の生き方に触れ、自

分自身を見つめる貴重な機会となりました。

（感想）夢を諦めることなく一生懸命に取り組む
ことの大変さと大切さを知ることができました。
周りの人の意見を聞いても、最後に決めるのは自
分なので、自分の意思を曲げないことはすごいと
思いました。夢のために少しでも多くのことに挑
戦して可能性を広げていけるように努力をしたい
です。（3年 財部あまね）


